
5．サービス利用状況と入所の状況  
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入所に至った7割強の者は、短期入所系サ「ピ   

在宅における入所申込者及び新規入所者の利用サービスの状況  
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訪問看護  

※ その他訪問系  
■入所申込者   

■新規入所者  通所系  

短期入所系  

小規模多機能型居宅介護  

その他  

不明等  

※ その他訪問系には、訪問介護、訪問リハビリテーション等を含む。  
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7．Å所申込からÅ所までの期間  

1割、1 間をみると約6割の者  

6．Å所申込者の入所の必要性  
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 ・入所までの平均期間は1年3ケ月である。  

Å所までの期間   施設から見た申込者のÅ所の必要性  



の見直し概要

(866億円)

地方 自治体から、事務手続きが煩

雑、使い勝手が悪いという声がある

ことを踏まえ、交付金化することで、

事務の簡素化、地方の裁量の拡大

を図る。

【平成16年度以前】 【平成17年度】

個々の施設ごとに固定的な

補助基準単価により補助 ―――
早

吟
‐―

【平成18年度以降】

① 都道府県交付金は、廃止・一般財源化

② 市町村交付金は、対象事業の範囲を拡充し、利用しや

すい制度へと改善

1   に要する事業費のうち、従来の補助金相当部分 (補助率かさ上げ部分を含む。

:   については、原則として「特別の地方債 Jを 充当。

1  0デ許型空蜃?重フ
償還金については、後年度その100%を 普通交付税の基準

社会福祉施設等

施設整備費補助

「~希

研百だ対する

特養、老健、ケアハウス等

大規模・広域型の施設の整備

し
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∝輻仄咆対象範囲を拡充(交付金のメニューを3つに再編)

(18年度 476億 円)

(21年度  407億 円)

①地域介護・福祉空間整備交付金(ハード交付金)

・地域密着型サービス拠点等の整備

②地域介護口福祉空間推進交付金(ソフト交付金)

・地域密着型サービス等の導入に必要な設備やシステムの整備
・高齢者と障害者・子どもとの共生型サービスの推進 等

③先進的事業支援特伊1交付金(ハード交付金)

'介護療養型医療施設から老健等への施設転換
・既存特養の個室・ユニット化改修
・緊急ショートステイ居室の整備   等

地域密着型サービス

拠点等の整備

廃止ロー般財源化



介護拠点等の緊急整備

(1)目 的

小規模特別養護老人ホーム (定員29人以下)やグループホームなどの整備に係る市町村交

付金の拡充、定員30人以上の施設の整備に係る都道府県補助金に対する地方財政措置の拡

充により、地域の介護ニーズに対応する。

(2)助成のスキーム (特別養護老人ホームの場合 )

【改正案】  60万円

*:「特別の地方債」の起債対象となり、その元利償還

金が100%普通交付税で手当てされる。

【改正案】

【現行】 (上 限 )

「

~~・ ~~~~~¬
開設等経費
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=補正予算対応
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市町村交付金
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225万 円
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都道府県補助分

(3)事業規模 合計約3,011億円 (3年分 )

※都道府県補助分と合わせ、平成21年度～平成23年度で16万床分の整備を目標に推進



「介護基盤の緊急整備」実施状況等につし1て  

（各自治体より提出）  

目標  

（平成21～23  
平成21年度  平成22年度  

n ！2か年計   

年度）  
実績  見込  

1  1  

介護基盤  
16万人分   2．7万人分   6．1万人分  白．7万人分  

の緊急整備  

※ 平成21年度実績については、各都道府県等における補助ベースで計上している。  
※ それぞれ整備量には、補助金交付を受けずに事業者が自己財源により整備するものを含む。  
※ 対象施設については、以下のとおり。  

特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、、認知症高齢者グループホーム、  
ケアハウス（特定施設入居者生活介護の指定を受けるもの）、小規模多機能型鹿毛介護事業所  

※ 介護基盤整備に対する支援としては、各都道府県に設置された介護基盤緊急整備等臨時特例基金（平成21   
年度第一次補正予算により措置）を原資とした小規模（定員29人以下）な施設に対する補助を実施。   
また、広域型（定員30人以上）の施設に対しては、各都道府県、指定都市及び中核市による補助  

（特別の地方債による地方財政措置を講じている。）が行われている。  
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（参考）  

「介護基盤の緊急整備」実施状況等について（各都道府県の状況）  

（単位：人分）  （単位：人分）  （単位：人分）  

都道府県名   平成21年虔  平成22年度  2か年計    実績  計画   

41：佐 賀 県  180   0   180  

438   0   

506   1．083   1，589  

：大 分 県   133   447   580  

宮 崎 県   90   342   432  

児島県   499   1，284   1．783  

沖 縄 県   481   

ロ  計  26，715   60，067   86，782   

都道府県名   平成21年度  平成22年虔  2か年計    実績  計画   

21≡  ：岐 阜 県   241   1．471   1，712  

223   ▲2，541   2．764   

23  愛 知 県   625   2，901   3．526   

24三 重 県  318   907   1．225  

滋 賀 県   270   723   993   

26京 都 府  816   956   1，772  

■ 3，134   3，173   6，307  

158   2．827   2，985   

2gこ奈 良 県  919   631   1，550   

30  ：和歌山県   484   595  

鳥 取 県   172   50   222  

45   344   38g  

590   1，215   1．805  

339   1．435   1，了了ヰ  

山 口 県   386   738   1．124   

36：徳島r 県  186   23   209   

37香 川 県  530   

38  舞妓県   226   653   879   

39：高 知 県  136   796   932  

都道府県名   平成21年度  平成2？年度   2か年計    実績  計  

1：北 海 道  1．130  2，033   3，163  

242  712  

660  1，014   

4：宮 城 県  404  1，998  

火 田 県   290  562  852  

山 形 県   77272 983   

7一  ≡福 島 県   527  1，569   

8茨 城 県  1，073  2，516  

208  
u 「g34   

1．142   

10  ：群 馬 県   389  678   1．067   

正  ：埼 玉 県   2，112  3．661   5，773   

：干 葉 県   615  4，664  

1，714  7．776  

3，082  6，865   

15新 潟 県  478  1 797 1，275  

108   620   728   富 山 県    ／  
17石 川 県  9  350   

18福 井 県  164  488  

43  370  

※ それぞれ整備量には、指定都市及び中核市分を含んで計上している。  之7   
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針に関する論点  

できる限り値み慣れた地域で暮らせるよう、高齢者本人の選択に．より、  
在宅・施設サービスを利用できるようにすべきである。  

こ備に   

加えて、在宰サービスの充実及び高齢者住宅の供給促進を推進する必要が  
あるのではないか。  

設の整備、在宅サービスの充実、高齢者の住まいの供給状況  2 介護保険   

造雪空男誌く  

べきか 。  

施設入所者が重度化し、医療ニーズが高まる一方、老老介護など家族の   
状況も変化する中で、今後、それぞれの施設の入所者像をどのように考える   
か。  
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